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先月号ではグレーター・ベイ・エリア（GBA）構想の全体像を解説しました。今月号からは 2回に分けて GBA構想に対する個別企業の知見・
取り組みなどを紹介し、あわせて KPMG と香港総商会が行った GBA意識調査の結果に関する知見を紹介します。今回は華潤ホールディング
ス、スワイヤー・グループと SF エクスプレスの 3社のコメントを紹介します。 

 華潤ホールディングス（China Resources） 

GBA への期待はすでにこの地域への投資の流れを形成しつつあり、企業はニュー・エコノミーに関
心を向け始めています。 

この動きの先頭に立つのが、香港に本社を置く中国国営コングロマリットの華潤ホールディングス
（China Resources）です。華潤ホールディングスのこの地域への投資額は 480億米ドルに
達しています。投資先は、医療、製薬、不動産、食品・飲料、小売、テクノロジー、公共事業な
ど、オールド・エコノミーとニュー・エコノミーの両分野にわたっています。 

同社はこれからの 5年間で少なくともさらに 200億米ドルを投資する計画ですが、今後は投資
の方向を大きく転換させ、「主にニュー・エコノミーの分野に投資を集中させる。どのプロジェクトも
何らかの形でイノベーションに関係している」と華潤ホールディングス戦略管理部の余忠良 戦略
担当上級ディレクターは話します。 

華潤ホールディングスがニュー・エコノミーへの注力を決定したのは、2017年 3月に李克強総理
が GBA構想を発表する前でしたが、構想の発表により、同社はこの地域への投資にますます自信を持つようになりました。 

余氏は次のように述べています。「中国は製造業中心の労働集約型経済から、成長を続ける中産階級が主導するサービス主導型社会に移行
しつつある。当社は一企業として常に、現在あるいは将来予想されるトレンドに自らを合わせていきたいと考えている」。 

こうしたサービス主導型社会への移行が持つ重要な側面としては、電子商取引、ファイナンス・テクノロジー（フィンテック）、再生可能エネルギー、
バイオ医薬品、廃棄物管理、ヘルスケア、医療機器、資産管理の発達が挙げられ、これらはいずれも華潤ホールディングスが今後重点を置く分
野です。 
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China Management News  
（KPMG中国マネジメントニュース） 

グレーターベイエリア構想～成功のキードライバーを探る～（2）  

インタビューに協力頂いた 
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広州、香港、深圳は中国経済に起きているこの変化にすでにうまく適応している、と余氏は指摘します。例えば、法務・金融サービス業に強い香
港は、もともと専門サービス・センターになりうる条件を備えています。また、深圳は中国有数のテクノロジー・イノベーション・センターになりました。 

しかし、GBA全体が成功するためには、11 の中核都市全てがそれぞれの戦略的位置づけを見出す、あるいは強化する必要があります。「一部
の都市はその点で他の都市より先行しているが、最終的には市場の力が決めることだ」と余氏は言います。 

特にイノベーションの推進という点で、地域全体がより重きを置かなければならない分野は教育です。中国の教育制度は、学生に良い成績を取ら
せることに執着しすぎだと余氏は考えています。 

「我が国の教育制度は厳格に管理されすぎている。創造性やイノベーション、思考力を伸ばすことに十分な努力が払われていない。我々が適正
な文化とエコシステムを実現させたとき、GBAは初めて本当の意味でテクノロジーとイノベーションの中心になることができる」 

GBA も、シリコンバレーの教育機関でありシンクタンクのシンギュラリティ大学の手法に倣うべきだと余氏は考えています。シンギュラリティ大学が提
供するのは、教育課程だけでなく、カンファレンスやスタートアップ、企業のためのビジネス・インキュベーターにも及びます。 

【KPMGの視点】 成功のキーファクター 

GBA を成功させる上で最も重要な要素として挙げられるのは、政府の支援（調査対象者の 65％が最も重要、または 2、3番目に重要な要
素として選択）、法律・規制の一貫性（同 57％）、インフラ整備（同 52％）の 3 つです。 

この地域の地方政府は、GBA を確実に成功させる上
で非常に重要な役割を果たすでしょう。まずは欠かすこ
とができないハード面の整備ですが、道路、鉄道、海
上・航空輸送のインフラはすでに整っています。近い将
来、香港・マカオ地区と珠海を結ぶ港珠澳大橋が開通
すれば、地域の物流インフラはさらに強化されるでしょ
う。  

ハード面の整備の次に、GBA各都市の政府が力を入
れなければならないのはソフト面です。すなわち、法律と
規制を整合させ、資金・物資・サービス、人材が円滑に
行き来できるようにしなければなりません。 

さらに、回答者の約 47％が、GBA の開発を成功させ
るための重要な要素として税制上の優遇措置を挙げて
います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5：GBAの開発を成功させる上で重要な条件* 
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*回答者が一番目、二番目もしくは三番目に挙げた重要要素 
  出所： KPMG と HKGCC の共同調査 
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スワイヤー・グループ（太古集団） 

スワイヤー・グループ（John Swire & Sons）は、
空運、不動産、貿易・工業、食品・飲料、海運の 5
つを中核ビジネス部門とするアジア太平洋最大級の
コングロマリットです。スワイヤー・グループは、GBA構
想によって地域への新たな投資機会が生まれ、これら
全部門において同社の展開する事業がますます強化
されると確信しています。 

香港・マカオ地区と珠江デルタ地域を改めて 1 つの
経済圏（GBA）として位置付けるという構想は、経
済活動の利益をより大きくするという意味で賢明な施
策だとスワイヤー・グループの鄭家駒香港・珠江デルタ
担当ディレクターは考えています。 

全世界の都市集合体と比較したとき、GBA の強み
は、金融サービス（香港）、イノベーションとテクノロジ
ー（深圳）、エンターテイメント（マカオ）、製造（東莞）というように、多様な業種を抱えていることだと鄭氏は言います。 

唐偉邦広報担当ディレクターも同じ意見です。 

「1 つの経済圏としての GBA には、金融・専門サービス、イノベーションと技術力、製造の分野でのサポートといった強みがある。この強みを背景と
して、GBAはグローバル市場で認められる経済勢力になる」と唐氏は指摘します。 

他のベイ・エリアと共通する要素としては、特にイノベーションと技術開発を推進するにあたって、海外からの投資と人材が果たす役割が挙げられま
す。鄭氏も唐氏も、GBA内の人材の行き来を促進するために地域内での境界管理を見直すことを提案しています。さらに、この地域内だけでな
く国内のその他の地域や、場合によっては海外からの訪問客の通関手続きも簡素化すべきだとしています。 

鄭氏はさらに、GBA トラベルパスのモデルとして EU のシェンゲン協定が使えると指摘します。このシェンゲン協定のもと、24 の EU加盟国と 2 つの
EU非加盟国が、市民を対象として域内の国境管理を廃止しました。地域内を自由に移動できるようになれば、人々は間もなく完成が予定され
る地域のさまざまな輸送インフラプロジェクトがもたらすスムーズな接続をフル活用できるはずです。 

GBA の成長をさらに促すために、各自治体の幹部は GBA内であらゆる業種への投資を認めてもよいでしょう。中国本土・香港経済連携緊密
化取決め（CEPA）のもとで中国本土の多くの産業が香港地区の企業に開放されていますが、いくつかの分野は未だに香港地区からの投資に
対して門戸を閉ざしたままです。例えば、香港地区の航空会社が中国本土の航空分野に投資する場合、外国企業として扱われます。このような
投資制限を撤廃すれば、GBA への資本流入を活発化させることができます。 

GBA を成功させるために欠かせないのは、この構想が利害関係者にもたらすメリットをできる限り早く実証することだと唐氏は話します。海外や中
国全土から人材と投資を呼び込むためには、繁栄し、成長する GBA というイメージを創り出すことが大変重要だと言うのです。これはちょうど香港
と深圳の境界にある落馬洲河套地区の開発という形で実現する可能性があります。この計画が成功すれば、香港と深圳の協力深化がもたらす
メリットが実証されるでしょう。 

鄭氏も唐氏も、「一国二制度」のユニークな特徴、知的財産権の尊重、金融・専門サービスの専門知識、国際社会に向けて開かれた窓を兼ね
備える香港が、GBA の発展において重要な役割を果たすと信じています。 

【KPMGの視点】 経済への影響 

珠江デルタ地域は、長年にわたって中国経済を牽引してきた重要な地域の 1 つです。珠江デルタ地域が消費主導型経済への移行において引
続き役割を果たすためには、より密接な一体化を推進し、この地域を世界に向けてさらに開放することが鍵になるでしょう。 

  
 

インタビューに協力頂いた 
唐偉邦 広報担当ディレクター 

インタビューに協力頂いた 
鄭家駒 香港・珠江デルタ担当ディレクター 
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特に重要なのは、GBA のイノベーション・センターの代表地位を
維持するための方策です。珠江デルタ地域が持つ安定した製造
サプライチェーンのネットワーク、さらに高学歴化する労働力、高
度に知的な消費者市場などを見れば、この地域が中国の経済
発展の最前線にとどまる可能性は高いといえるでしょう。 

当社の調査によると、企業は GBA のメリットを確信していること
がわかりました。回答者の 90％が、GBAは中国経済に好影響
を与える可能性が高いと答えています。 

GBA構想が経済に好影響を与えるとはあまり考えていないの
は、この構想を支持していないか、影響を判断するのは時期尚
早と考える回答者で、この構想を支持する回答者の 95％は経
済に好影響があると答えました。 

 
 
【KPMGの視点】 GBAの都市間の関係と経済的位置づけ 

GBA の主眼は、主要都市が互いに協力し合い、より密接な協
力関係を生み出すことができる地域を構築することです。調査の
結果、回答者の 59％が GBA の諸都市が互いに補完し合える
と考えていることがわかりました。さらに 64％は、GBA の諸都市
の果たす経済的役割がすでにかなり重複していると答えています
が、これは過去数十年間、GBAの多くの都市が同じ業種で競
合するケースが多く、この地域に調整や協力が欠けていたことの
現れであります。回答者の 4分の 1 が GBA の諸都市は互いに
代替し合えると見ており、また 16％は互いに補完し合うことも代
替し合うこともできないと考えていることもそのためです。一方で、
回答者の 5分の 1以上が、都市間の役割分担が明らかに欠
けている、またはやや欠けていると見ています。 

 

GBA の諸都市間で明確な役割分担ができていると答えた回答者がわずか
13％にとどまることから、GBA での調整と協力のレベルを高めるための取組み
がまだ必要だと考えられます。役割分担が多少できていると答えた回答者は半
数でした。 

 

図 7：GBAの都市間の関係 

出所： KPMG と HKGCC の共同調査 
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補完よりも代替の関係 

代替関係も補完関係もなし 

代替よりも補完の関係 

概ね補完の関係 

図 8：GBA各都市の経済的位置づけ 

出所： KPMG と HKGCC の共同調査 
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図 6：GBAが中国経済に与える影響 

プラスの影響 マイナスの影響 わからない 

出所： KPMG と HKGCC の共同調査 
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SF エクスプレス（順豊エクスプレス） 

配送サービス会社の SF エクスプレスは、珠江デルタ地域への
浸透度という点で他社を圧倒しています。深圳に本社を置く
同社は、GBA構想の実現には香港と中国本土の都市との
円滑な統合が必要だとしながらも、GBA構想がこの地域を
さらに活性化させると確信しています。 

SF エクスプレスは 1993年の創立後、中華圏を越えて韓
国、日本、米国を含む全世界でサービスを展開するまでに成
長しました。世界的に存在感を拡大する SF エクスプレスで
すが、華南は今でも同社のビジネスの中核的構成要素で
す。 

李鋒財務管理担当ディレクターは次のように話します。「SF
エクスプレスのルーツはまさにここ（珠江デルタ地域）にある。
この地域は今でもビジネスと戦略の両面で当社の非常に重
要な構成要素だ。当社の本社は深圳にあるが、最先端の航空・港湾インフラを持つ香港は、実質的に当社と世界を結ぶ窓口になっている」 

このような理由で、李氏はこの地域の開発計画を大いに支持しています。「地域の都市間の経済的つながりをより緊密化する」という GBA構想
の基本的概念に沿って、配送サービス会社もビジネスモデルを統合する必要があると李氏は考えます。すなわち、人材、企業、都市および地域を
結びつける必要があるというのです。  

GBA構想がポテンシャルを発揮するために地方政府が焦点を当てなければならない 2 つの分野は物資と人材の統合だと彭輝経営戦略担当副
ディレクターは指摘します。 

物資の統合には、GBA の異なる管轄区における税関事務、通関手続き、関税基準を取りまとめることが必要です。彭氏は次のように話します。
「当社は輸送拠点として香港を選択した。香港は古くから中国と世界を結ぶ場所で、インフラや税関などのさまざまな面が世界トップレベルと言え
るからだ。深圳と広州も追い上げてはいるが、この地域の他都市が取り組まなければならないことはまだたくさんある」。 

しかし、統合の鍵を握るのは、香港から学ぶことだけではありません。各都市の幹部と協力し、境界管理、通貨および法制度の違いを解決できる
ような関税制度を確立することが必要です。また、これを実現するためには地域の人材プールを開発しなければなりませんが、その形成を妨げる障
害が存在します。第一に給与に係る税率に差異があります。現時点で香港が最大 17％なのに対し、中国本土は 45％と開きがあります。このほ
かにも、この地域にトップレベルの人材を定着させるためには、文化の違いや世界トップクラスの医療・教育施設の建設などに取り組まなければなり
ません。 

彭氏は次のように説明します。「広東省の大学が送り出す卒業生は毎年増えているが、SF エクスプレスのようなグローバルな野心を持つ企業が適
切な人材を見つけることはまだ難しい。採用候補者には、もっとグローバルな精神を持っていてほしいし、批判的な考え方ができる人であってほし
い。また、さまざまな産業に精通していてほしい。香港には当社が求める特性を持つ人材プールがあるが、今のところ、これらの候補者が中国本土
で働くことは実際のところ考えにくい。GBA構想の成否には、このギャップを埋められるかどうかが重要になるだろう」。 

【KPMGの視点】 最大の勝者 

GBA の未来に関して最も期待が寄せられるのは、ハイテク製造とイノベーション・センターとしての可能性です。 

しかし、GBA では、貿易や物流など、すでにしっかりと根付いている産業も引続き繁栄するでしょう。これは当面のところ、地域経済の中核的推進
力は輸出のまま変わらない可能性が高いことを考えても明らかです。 

インタビューに協力頂いた 
李鋒 財務管理担当ディレクター 

インタビューに協力頂いた 
彭輝 経営戦略担当副ディレクター 
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また、GBA では金融業もさらに発展することが予想されます。国際金融の中心で
あり、世界最大のオフショア人民元取引センターでもある香港の地位は、金融業
を確実に成長させる上で非常に重要な役割を果たすでしょう。 

この点は調査結果にも現れています。GBA の開発で最も恩恵を受けると思われ
る 3 つの分野として回答者が挙げたのは、貿易・物流（68％）、金融サービス
（62％）、新技術の研究開発（60％）でした。 

特に中国本土の回答者は、この地域の開発が新技術の研究開発にプラスにな
ると考えています。中国本土の回答者の 74％が、恩恵を受ける 3分野のいず
れかに新技術の研究開発を挙げましたが、香港の回答者では 54％にとどまって
います。金融サービスについても同様の差が見られ、中国本土の回答者が 72％
なのに対して、香港の回答者では 58％でした。 

この違いは、香港の回答者が、GBA構想はさまざまな産業に恩恵をもたらすと
考えている、ということで説明がつきます。唯一目立っていたのは貿易・物流で、香
港の回答者の 70％が恩恵を受ける 3分野のいずれかに、貿易・物流を選びま
した。 

来月号で紹介する企業は招商局集団、Twinkle Baker Décor とテンセント
（騰訊）です。 

 

 

 

 

 

 

 

（みずほチャイナマンスリー 2018年 3月号に掲載） 

 

Contact us お問合せ先 
KPMG中国 
GJP China Markets, パートナー  
厚谷 禎一 

Tel: +86(10)8508 7111（日本語） 
E-mail: teiichi.atsuya@kpmg.com 

 

*回答者が一番目、二番目もしくは三番目に挙げた分野 
  出所： KPMG と HKGCC の共同調査 

図 9：GBA開発で最も恩恵を受ける
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